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岐
阜
県
日
中
友
好

協
会
の
第
１
回
『
ぎ

ふ
・
中
国
く
る
ぶ
交

流
講
座
』
は
５
月
25

日
、
岐
阜
市
の
朝
日

大
病
院
ホ
ー
ル
で
あ

り

、

杉

本

勝

則

氏

（
北
京
外
国
語
大
学

北
京
日
本
学
中
心
客

員
教
授
、
ア
ジ
ア
・

ユ
ー
ラ
シ
ア
総
研
客

員
研
究
員
）
の
「
こ

の
目
で
見
た
中
国
～

そ

の

歴

史

と

体

制

～
」
と
題
す
る
講
演

に
、
80
余
人
が
耳
を

傾
け
、
日
本
と
比
較

し
な
が
ら
中
国
の
政

治
体
制
や
歴
史
、
国

民
性
や
考
え
方
な
ど

を
学
ん
だ
。 

 

『
聴
く
』
『
交
わ

る

』

『

学

ぶ

』

を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
日

中
両
国
の
相
互
理
解
の
き
っ
か
け

に
し
て
も
ら
お
う
と
無
料
で
一
般

市
民
に
も
公
開
し
、
本
年
度
か
ら

参
加
者
同
士
の
交
流
の
機
会
を
新

た
に
加
え
た
。 

 
 

杉
本
氏
は
元
参
議
院
法
制
主
幹

で
定
年
退
職
後
、
対
外
経
済
貿
易

大
学
客
座
教
授
兼
語
学
留
学
生
と

し
て
北
京
に
住
み
な
が
ら
中
国
各

地
を
見
て
歩
い
た
貴
重
な
経
験
を

持
つ
。
現
在
は
日
中
関
係
学
会
理

事
、
中
国
留
学
生
交
流
支
援
立
志

会
副
理
事
長
と
し
て
日
中
関
係
の

研
究
、
若
者
交
流
に
携
わ
っ
て
い

る
。 

  

杉
本
氏
は
、
異
民
族
が
入
れ
乱

れ
、
王
朝
が
変
遷
し
た
三
千
年
の

歴
史
や
共
産
党
統
治
下
の
実
像
に

も
触
れ
、
中
国
人
の
行
動
原
理
や

死
生
観
の
日
本
人
と
の
違
い
を
解

説
し
た
。
「
中
国
は
異
質
の
国
で

は
な
い
。
日
本
と
は
制
度
、
体
制

の
全
く
違
う
国
で
あ
る
こ
と
を
ま

ず
認
識
す
べ
き
だ
。
例
え
ば
尖
閣

問
題
は
、
体
制
の
違
い
に
気
づ
か

な
い
ま
ま
の
『
相
互
誤
解
』
の
積

み
重
ね
が
日
中
関
係
を
悪
く
し
た

例
と
い
え
る
」
と
し
た
上
で
、

『
相
互
理
解
』
に
向
け
て
「
人
と

人
と
の
交
流
を
通
し
て
違
い
を
知

り
、
受
け
入
れ
る
こ
と
か
ら
始
め

よ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。 

 

 

米
中
貿
易
戦
争
に
も
触
れ
、

「
中
国
が
途
上
国
的
発
想
か
ら
脱

皮
し
、
大
国
と
し
て
柔
軟
に
対
応

で
き
る
の
か
、
ま
た
中
国
が
現
代

国
家
に
変
わ
れ
る
か
の
試
金
石
」

と
話
し
た
。
（
講
演
要
旨
は
３
面

に
）   

 

 

岐
阜
県
日
中
友
好
協
会
は
５
月

25
日
、
岐
阜
市
橋
本
町
の
朝
日
大

学
病
院
西
館
ホ
ー
ル
で
２
０
１
９

年
度
定
期
総
会
を
開
い
た
。
前
年

度
事
業
と
決
算
報
告
の
後
、
若
山

貴
嗣
氏
（
岐
阜
市
議
会
議
員
）
の

補
欠
監
事
（
１
人
）
選
任
案
、

「
ぎ
ふ
・
中
国
く
る
ぶ
交
流
講

座
」
、
岐
阜
市
・
杭
州
市
友
好
都

市
提
携
40
周
年
行
事
へ
の
参
加
な

ど
本
年
度
事
業
計
画
と
事
業
予
算

案
が
承
認
さ
れ
た
。 

  

総
会
は
、
杉
山
幹
夫
会
長
の
議

長
で
進
行
。
前
年
度
事
業
と
決
算

報
告
の
主
な
内
容
は
、
日
中
平
和

友
好
条
約
締
結

40

周
年
、
岐
阜

県
・
江
西
省
友
好
都
市
提
携
30
周

年
記
念
に
呼
応
し
て
実
施
し
た
公

開

講

座

「

ぎ

ふ

・

中

国

く

る

ぶ
」
、
浙
江
省
杭
州
市
、
江
西
省

南
昌
市
訪
問
、
岡
山
市
で
の
第
16

回
日
中
交
流
会
議
参
加
な
ど
。
宮

本
雄
二
元
駐
中
国
日
本
大
使
の
講

演
（
10
月
、
朝
日
大
学
大
学
）
に

は
１
１
０
余
人
が
参
加
。
安
倍
晋
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２
０
１
９
年
度
定
期
総
会 

 

ぎ
ふ
・中
国
く
る
ぶ
交
流
講
座
な
ど 

 

新
年
度
事
業
を
承
認 

第
１
回
ぎ
ふ
・中
国
く
る
ぶ
交
流
講
座 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

北
京
外
語
大
客
員
教
授
・杉
本
氏
講
演 

 

中国の政治体制や歴史に理解を深める参加者  

 

 中国の政治体制や歴史を学ぶ 
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三
首
相
の
訪
中
、
日
中
首
脳
会
談
、
米

中
貿
易
摩
擦
か
ら
覇
権
争
い
へ
の
変
化

と
い
う
中
で
、
宮
本
元
大
使
は
「
一
喜

一
憂
せ
ず
、
当
協
会
の
よ
う
な
民
間
に

よ
る
人
と
人
の
交
流
が
大
事
」
と
訴
え

た
。 

 
 

浙
江
省
杭
州
市
訪
問
で
は
同
省
対
外

友
好
協
会
、
同
市
対
外
友
好
協
会
幹
部

と
の
会
談
が
実
現
し
、
民
間
交
流
の
継

続
で
意
見
が
一
致
。
南
昌
市
で
は
記
念

行
事
と
は
別
に
草
の
根
交
流
を
行
っ

た
。 

 
 

本
年
度
事
業
の
主
な
も
の
は
、
「
ぎ

ふ
・
中
国
く
る
ぶ
」
を
交
流
参
加
型
に

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
、
年
３
回
の
開
催

を
予
定
。
第
１
回
を
総
会
後
に
開
き
、

杉
本
勝
則
氏
（
北
京
外
大
北
京
日
本
学

中
心
客
座
教
授
）
が
「
こ
の
目
で
見
た

中
国
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。
岐
阜

市
・
杭
州
市
友
好
都
市
提
携
40
周
年

行
事
へ
の
参
加
は
、
岐
阜
市
が
派
遣
す

る
訪
中
代
表
団
（
10
月
21
日
～
25

日
）
に
役
員
、
会
員
、
賛
助
者
か
ら
希

望
者
を
募
り
同
行
す
る
予
定
。
補
欠
監

事
の
選
任
は
、
役
員
と
し
て
長
年
貢
献

い
た
だ
い
た
畠
山
信
さ
ん
か
ら
高
齢
と

健
康
を
理
由
に
監
事
退
任
の
申
し
出
が

あ
り
、
若
山
氏
は
残
り
任
期
（
１
年
）

を
務
め
る
。 

 

 

中
部
６
県
民
間
交
流
会
が
７
月
２

日
、
愛
知
県
西
尾
市
の
ホ
テ
ル
で
開
か

れ
、
中
国
駐
名
古
屋
総
領
事
館
、
福

井
、
三
重
、
石
川
、
富
山
、
愛
知
、
岐

阜
県
日
中
友
好
協
会
の
代
表
30
人
が

事
業
活
動
を
報
告
し
合
い
、
意
見
交
換

し
た
。 

 

同
総
領
事
館
か
ら
劉
暁
軍
総
領
事
、

孫
志
勇
副
総
領
事
ら
、
各
県
協
会
か
ら

は
会
長
、
理
事
長
ら
役
員
が
出
席
し

た
。
最
初
に
劉
総
領
事
が
先
の
Ｇ
20

大
阪
サ
ミ
ッ
ト
で
、
習
近
平
国
家
主
席

が
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
と
の
会
談
で
米

中
対
立
の
雪
解
け
、
日
中
国
交
正
常
化

に
つ
な
が
っ
た
『
ピ
ン
ポ
ン
外
交
』
を

取
り
上
げ
た
こ
と
に
触
れ
、
「
こ
の
地

域
は
中
日
友
好
の
先
進
地
。
困
難
な
時

期
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
の
は
民
間
外
交

の
お
か
げ
。
昨
年
来
の
首
脳
往
来
で
中

日
関
係
は
正
常
な
軌
道
に
戻
っ
た
」
と

述
べ
、
「
青
少
年
交
流
を
は
じ
め
、
こ

れ
か
ら
も
時
代
の
要
請
に
合
っ
た
更
な

る
民
間
交
流
の
リ
ー
ド
を
各
協
会
の
皆

さ
ん
に
お
願
い
し
た
い
。

そ
の
た
め
の
支
援
を
惜
し

ま
な
い
」
な
ど
と
述
べ

た
。 

 

続
い
て
福
井
、
三
重
、

石
川
、
富
山
、
愛
知
、
岐

阜
県
の
順
に
、
前
年
度
事

業
や
取
り
組
み
を
紹
介
し

た
。
岐
阜
県
は
中
国
を
よ

り
よ
く
知
る
た
め
の
公
開

講
座
「
ぎ
ふ
・
中
国
く
る

ぶ
」
、
岐
阜
・
江
西
省
友

好
提
携

30

周
年
記
念
に

合
わ
せ
た
訪
中
団
の
派
遣

な
ど
を
発
表
し
た
。
三
重

県
の
取
り
組
み
の
中
で
、
「
私
た
ち
に

で
き
る
次
世
代
交
流
」
を
テ
ー
マ
に
知

事
と
中
国
人
留
学
生
＆
日
本
人
大
学
生

の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
中
国
人
の
観

光
を
兼
ね
た
医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
視
察
団

の
受
け
入
れ
は
、
と
て
も
参
考
に
な
っ

た
。 

中部６県民間交流会であいさつする中国の劉曉軍駐 

名古屋総領事（左から２人目） 

＝愛知県西尾市内のホテル 

中
部
６
県
民
間
交
流
会
で
意
見
交
換 

◆

中
国
く
る
ぶ
日
程
◆ 

【
第
２
回
】 

 

日
時 

10
月
19
日
（
土
） 

 
 

 
 

午
後
１
時
30
分
～ 

 

講
師 

加
藤
隆
則
氏 

 
 

 
 

（
中
国
・
汕
頭
大
学
教
授
） 

 

会
場 

朝
日
大
学
病
院
西
館
ホ
ー
ル 

 
 

 
 

（
岐
阜
市
橋
本
町
） 

 ◆ 

【
第
３
回
】 

 
 

 

（
新
春
の
つ
ど
い
） 

 

日
時 

令
和
２
年
２
月
１
日
（
土
） 

 
 

 
 

午
前
11
時
～ 

 

講
師 

調
整
中 

 

会
場 

グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山 

 
 

 
 

（
岐
阜
市
柳
ケ
瀬
通
） 
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中
国
っ
て
ど
う
い
う
国 

国
土
は
日
本
の
25
倍
、
人
口
は
10

倍
。
い
い
人
も
悪
い
人
も
日
本
の
10

倍
い
る
勘
定
に
な
る
が
、
悪
い
人
は
や

は
り
目
立
つ
。
日
本
で
報
道
さ
れ
る
中

国
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
情
報
は
事
実
だ
が
、

本
質
的
、
構
造
的
な
問
題
な
の
か
、
中

国
の
一
部
、
一
面
に
す
ぎ
な
い
の
か
考

え
る
こ
と
が
大
事
。
中
国
は
一
つ
の
国

で
な
く
、
先
進
国
（
沿
岸
部
）
と
途
上

国
（
内
陸
部
）
が
併
存
し
て
い
る
と
考

え
れ
ば
い
い
。 

歴
史
か
ら
見
て
み
る
と
、
王
朝
と
異

民
族
が
入
り
乱
れ
て
勃
興
と
衰
退
を
繰

り
返
し
、
３
０
０
０
年
、
東
ア
ジ
ア
の

超
大
国
と
し
て
君
臨
し
て
き
た
。
近
年

で
は
清
の
乾
隆
帝
時
代
、
世
界
の
富
の

３
分
の
１
を
占
め
た
も
の
の
、
そ
の
わ

ず
か
60
年
後
（
１
８
５
６
年
の
第
二

次
ア
ヘ
ン
戦
争
）
英
仏
軍
に
よ
り
、
皇

帝
の
離
宮
「
円
明
園
」
を
略
奪
破
壊
さ

れ
な
ど
“
屈
辱
の
歴
史
”
が
始
ま
っ

た
。 現

政
権
ト
ッ
プ
の
習
近
平
国
家
主
席

が
掲
げ
る
「
中
華
民
族
の
偉
大
な
る
復

興
」
は
、
ア
ヘ
ン
戦
争
直
前
ま
で
さ
か

の
ぼ
る
中
国
の
栄
光
を
取
り
戻
す
と
い

う
意
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

超
現
実
的
な
国
民
性 

国
民
は
ど
う
か
。
政
府
は
ど
こ
ま
で

一
般
庶
民
の
行
動
や
言
論
を
許
容
す
る

の
か
、
鋭
い
嗅
覚
で
見
極
め
、
「
上
に

政
策
あ
れ
ば
下
に
対
策
あ
り
」
と
実
に

し
た
た
か
だ
。
「
お
上
に
任
せ
て
お
け

ば
大
丈
夫
」
と
い
う
日
本
人
の
感
覚
と

は
大
違
い
。
日
本
人
の
謙
譲
の
美
徳
は

通
用
し
な
い
。
自
分
の
考
え
を
き
ち
ん

と
説
明
す
る
か
、
反
論
し
な
い
と
受
け

入
れ
た
と
み
な
さ
れ
る
。
時
間
の
感
覚

は
大
陸
的
だ
が
、
利
害
得
喪
を
き
ち
ん

と
説
明
す
る
と
時
間
を
厳
守
す
る
か
ら

超
現
実
的
だ
。 

 

わ
か
っ
て
い
る
よ
う
で
わ
か
ら
な
い

共
産
党
支
配
下
の
中
国 

 

日
本
国
憲
法
は
日
本
人
に
と
っ
て
国

の
最
高
法
規
で
あ
る
が
、
中
国
の
憲
法

は
前
文
で
共
産
党
の
指
導
の
下
に
社
会

主
義
国
家
の
建
設
を
う
た
う
。
人
権
尊

重
や
保
障
、
言
論
、
出
版
な
ど
の
自
由

を
認
め
る
が
、
国
家
や
社
会
の
利
益
、

安
全
を
損
な
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ

ら
を
決
め
る
の
は
党
と
政
府
だ
と
す

る
。 

 

市
場
主
義
を
と
っ
て
い
て
も
民
主
集

中
制
の
社
会
主
義
国
家
で
あ
る
。
社
会

主
義
を
目
指
し
て
い
る
は
ず
が
、
実
態

は
格
差
社
会
。
平
和
・
高
福
祉
の
日
本

は
、
中
国
人
に
は
“
成
功
し
た
社
会
主

義
国
”
と
映
る
。
国
民
に
よ
る
選
挙
の

な
い
民
主
集
中
制
の
構
造
的
欠
陥
は
、

権
力
の
横
暴
か
ら
身
を
守
る
三
権
分
立

が
な
い
こ
と
だ
。 

 

13
億
人
の
中
国
で
は
15
人
に
１
人

は
共
産
党
員
で
８
５
０
０
万
人
を
擁
す

る
世
界
最
大
の
組
織
。
職
場
、
学
校
な

ど
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
共
産
党
の
支
部

が
組
織
さ
れ
、
党
書
記
が
長
よ
り
偉

い
。
政
府
の
方
針
、
政
策
は
各
支
部
の

学
習
会
で
周
知
徹
底
さ
れ
、
テ
レ
ビ
で

も
常
時
解
説
し
て
い
る
。
理
解
し
て
い

る
か
は
別
に
し
て
、
フ
レ
ー
ズ
を
覚
え

る
の
が
保
身
、
出
世
の
道
と
さ
れ
る
。

中
国
は
異
質
な
国
で
は
な
く
、
司
法
制

度
は
じ
め
日
本
と
全
く
異
な
っ
た
制

度
、
違
う
体
制
の
国
で
あ
る
こ
と
を
認

識
し
て
ほ
し
い
。 

 

日
中
両
国
の
体
制
の
違
い 

政
治
家
の
行
動
を
見
る
目
は
、
日
中

で
は
正
反
対
。
２
０
１
２
年
９
月
、
日

中
関
係
学
会
と
中
日
関
係
史
学
会
の
北

京
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
出
来
事
。
向
か

い
の
日
本
大
使
館
前
は
、
日
本
の
尖
閣

国
有
化
に
反
対
す
る
デ
モ
隊
の
怒
号
で

騒
然
と
す
る
中
、
中
国
側
パ
ネ
リ
ス
ト

か
ら
驚
く
べ
き
発
言
が
あ
っ
た
。
「
野

田
総
理
が
３
度
も
自
衛
隊
に
言
及
し
た

の
は
、
戦
争
に
踏
み
切
る
意
思
を
固
め

た
か
ら
か
？
」
。
石
原
慎
太
郎
東
京
都

知
事
の
思
惑
な
ど
を
説
明
し
て
も
中
国

側
は
武
力
衝
突
が
近
い
と
思
っ
て
い

た
。
ま
た
そ
れ
以
前
の
日
中
懇
談
会
で

は
尖
閣
諸
島
に
上
陸
し
た
国
会
議
員
の

行
動
を
「
党
や
政
府
の
指
示
に
よ
る
も

の
か
」
と
問
わ
れ
た
。
こ
の
発
言
は
、

日
本
の
国
会
議
員
を
全
国
人
民
代
表
と

同
じ
と
み
て
い
る
か
ら
だ
。 

体
制
の
違
い
に
気
づ
か
な
い
ま
ま
の

『
相
互
誤
解
』
の
積
み
重
ね
が
日
中
関

係
を
悪
く
し
て
い
る
原
因
だ
。 

講演する杉本勝則さん＝朝日大学病院西館ホール 

【杉
本
勝
則
氏
の
講
演
要
旨
】 
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現
代
中
国
を
歴
史
の
中
で
見
る
と 

共
産
党
政
権
の
崩
壊
は
起
こ
ら
な
い

の
か
。
私
が
国
家
公
務
員
を
退
職
し
て

中
国
に
留
学
し
た
時
に
一
番
知
り
た

か
っ
た
こ
と
だ
。
歴
史
を
見
て
行
く

と
、
中
国
人
は
危
機
に
直
面
し
た
時
、

正
面
か
ら
戦
わ
ず
気
持
ち
を
切
り
替

え
、
環
境
に
適
応
し
て
い
く
。
歴
代
王

朝
時
代
で
も
社
会
を
安
定
さ
せ
、
自
分

た
ち
の
利
益
を
大
き
く
害
さ
な
い
限
り

支
配
者
は
誰
だ
っ
て
い
い
。
共
産
党
支

配
も
“
天
意
”
の
あ
る
間
は
容
認
し
よ

う
。
た
だ
し
、
当
局
は
イ
ン
テ
リ
で
は

な
く
、
庶
民
の
反
乱
を
最
も
恐
れ
る
。

そ
れ
は
歴
史
が
証
明
し
て
い
る
。 

「
中
国
人
は
砂
の
民
」
と
嘆
い
た
の

は
中
国
革
命
の
父
孫
文
だ
っ
た
。
砂
の

よ
う
に
バ
ラ
バ
ラ
で
自
己
中
心
の
国
民

を
ひ
と
つ
に
ま
と
め
る
に
は
強
大
な
権

力
が
必
要
で
、
国
家
を
超
え
る
存
在
と

し
て
君
臨
す
る
共
産
党
は
か
つ
て
の
皇

帝
、
現
代
中
国
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
衣

を
ま
と
っ
た
歴
代
王
朝
を
思
わ
せ
、
国

民
に
と
っ
て
も
慣
れ
親
し
ん
だ
統
治
方

法
か
も
し
れ
な
い
。 

 

習
近
平
の
手
腕
に
注
目 

清
朝
第
５
第
皇
帝
の
雍
正
帝
は
、
無

欲
で
長
い
部
屋
住
み
生
活
の
後
、
康
熙

帝
死
去
に
際
し
、
ダ
ー
ク
ホ
ー
ス
的
に

45
歳
で
皇
帝
に
な
っ
た
人
物
。
汚
職

対
策
で
権
力
を
集
中
、
言
論
弾
圧
を
す

る
が
、
経
済
に
め
っ
ぽ
う
明
る
く
乾
隆

帝
に
続
く
清
朝
繁
栄
の
基
礎
を
築
い
た

と
さ
れ
る
。
習
近
平
は
共
産
党
の
ト
ッ

プ
（
総
書
記
）
に
な
る
ま
で
の
経
緯

は
、
雍
正
帝
と
似
て
い
る
。
一
般
庶
民

は
習
の
汚
職
追
放
政
策
に
拍
手
喝
采
し

改
革
に
期
待
し
た
。 

し
か
し
政
治
家
、
高
級
官
僚
の
汚
職

は
減
っ
た
が
、
街
中
の
拝
金
主
義
、
警

察
、
官
僚
の
横
暴
は
一
段
と
醜
く
な
っ

て
お
り
、
庶
民
層
の
不
満
は
高
ま
っ
て

い
る
。
米
中
貿
易
戦
争
で
、
中
国
が
途

上
国
的
発
想
か
ら
脱
皮
し
、
大
国
と
し

て
柔
軟
に
対
応
で
き
る
か
、
中
国
が
歴

史
的
に
現
代
国
家
に
変
わ
れ
る
の
か
、

習
近
平
国
家
主
席
の
手
腕
が
問
わ
れ
て

い
る
。 

（
文
・
写
真
と
も
土
屋
康
夫
理
事
長
） 

 

「
美
少

女
戦
士

セ
ー
ラ
ー
ム
ー
ン
」

な
ど
日
本
の
ア
ニ
メ

に
魅
せ
ら
れ
た
少
女

が
日
本
に
憧
れ
を
抱

く
の
は
自

然
だ
っ

た
。
子
ど
も
の
頃
か

ら
の
夢
が
か
な
っ
た

暁
に
は
日
本
の
土
を

踏
ん
で
み
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
っ
た
。

２
０
１
９
年
４
月
、

岐
阜
県
国
際
交
流
員

と
し
て
憧
れ
の
地
に

降
り
立
っ
た
。 

 

于
さ
ん
の
日
本
語

は
よ
ど
み
な
い
。
し

か
し
、
２
０
０
４
年

に
黒
龍
江
大
学
に
入

り
、
日
本
語
を
専
門

と
し
た
勉
強
を
始
め

る
ま
で
全
く
話
せ
な
か
っ

た
。
「
日
本
語
は
学
べ
ば
学

ぶ
ほ
ど
難
し
い
が
、
日
本
の

こ
と
は
理
解
す
れ
ば
す
る
ほ

ど
好
き
に
な
り
ま
し
た
」
。 

 

同
大
学
院
に
進
み
、
日
本

文
学
を
専
攻
、
詩
人
で
童
話

作
家
の
宮
沢
賢
治
を
研
究
し

た
。
「
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』

『
注
文
の
多
い
料
理
店
』
な

ど
、
大
人
が
読
ん
で
も
深
い

感
動
を
覚
え
ま
す
」
と
言

い
、
『
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
』
を

そ
ら
ん
ず
る
。 

 

中
国
東
北
部
の
黒
龍
江
省

大
慶
市
で
生
ま
れ
育
っ
た
。

省
都
ハ
ル
ビ
ン
の
北
西
約
１

５
０
キ
ロ
、
中
国
屈
指
の
大

慶
油
田
で
知
ら
れ
る
。
交
通

網
の
整
備
で
省
都
か
ら
車
で

約
２
時
間
、
高
速
鉄
道
な
ら

約
40
分
。
帝
政
ロ
シ
ア
の
雰

囲
気
が
漂
う
省
都
の
大
学

で
、
教
師
に
な
る
夢
の
実
現

に
邁
進
し
た
。 

 

か
つ
て
日
本
と
も
つ
な
が

り
の
あ
っ
た
省
都
の
歴
史
か

ら
日
本
語
レ
ベ
ル
は
高
い
。

就
職
先
は
「
競
争

率
の
低
い
」
南
方

の

江

西

省

を

選

び

、

２

０

１

１

年
、
省
都
南
昌
に

あ
る
『
東
華
理
工

大
学
』
の
日
本
語

教

師

に

採

用

さ

れ
、
８
年
間
教
壇

に
。
「
知
識
を
他

人
に
伝
え
る
楽
し

さ
」
を
教
師
の
使
命
と
い

い
、
「
日
本
語
を
初
め
て
学

ぶ
学
生
が
、
ぺ
ら
ぺ
ら
に
な

る
成
長
の
過
程
を
見
届
け
ら

れ
る
の
は
教
師
冥
利
」 

 

夫
と
３
歳
の
娘
と
暮
ら
す

南
昌
は
す
っ
か
り
第
２
の
ふ

る
さ
と
。
江
西
省
と
岐
阜
県

は
昨
年
、
友
好
提
携
30
周
年

を
迎
え
、
「
中
日
交
流
の
懸

け
橋
に
」
と
新
た
な
活
躍
の

場
を
、
日
本
で
語
学
指
導
を

行
う
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

求
め
た
。
交
流
員
の
任
期
は

１
年
。
先
頃
、
ハ
ロ
ー
ギ

フ
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ル
ド
in
高

山
に
他
の
交
流
員
と
参
加
、

中
国
の
紹
介
に
努
め
た
。

「
日
本
の
文
化
や
社
会
を
体

感
、
岐
阜
県
の
方
々
に
は
中

国
の
魅
力
を
発
信
し
、
学
生

た
ち
に
日
本
の
魅
力
を
教
え

ら
れ
る
よ
う
、
こ
こ
で
の
時

間
を
大
切
に
し
た
い
」
と
意

欲
満
々
。
33
歳
。 

県国際交流員 于智頴（う・ちえい）さん 

「中日交流の懸け橋になりたい」

と話す于智頴さん＝岐阜市内 

◇
は
じ
め
ま
し
て
◇ 

 


